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恩師近況

５年前に隠居生活を始めた時、丁度
コロナ騒動で社会全体が混乱していた。
私はある意味「すごく快適に」隠遁生
活を楽しんでいた。しかし最近今まで
の反動でジッとしているのが嫌になっ
た。さてこれから何をするか。

石川 正明（音楽科）

「京都・梅小路みんながつながるプ
ロジェクト」として、京都市立芸大在
学中の上の娘が作成した京都駅前のペ
ンギンです。

年末に初孫誕生！！昔みたいに体力
はないけど、子育てを手伝います！

五十川 哲弥（数学科）

～卒業生へのタカリ「日本一」のOB教
員を目指して～

若い頃、卒業生との親しい付き合いを
自慢する先輩教員がいました。

その姿がどうにも好きになれず、私は
心の中で強く誓いました――「俺は絶対、
ああはならない」と。

……あれから、幾歳……

市原 康男（英語科）

伊藤 広和（保健・体育科）

以前のLINKでも報告いたしましたが現
在でもランニングは継続しております。
今年は創立120周年のアニバーサリー・
イヤーとなるので、120kmランを計画し
ています！

10月の総会時には、完走できたかどう
か・・・ご報告する予定です。どうなる
かな？（汗）

上田 正治（英語科）

皆さん、お元気にされていますか。
永遠に教員生活は続くのだろうと思っ
てきた私ですが、今年65歳を迎え、い
よいよ教壇から降りる年になりました。
時は無常にも流れていくものですね…。

そして我が立命館も今年で120年目。
私たちが本校で過ごした掛け替えのな
い熱き青春時代が数珠繋ぎになって、
これからも未来に向かって永く永く続
いていくことを願っています。

先生と生徒、このご縁があって今の私たちがいます。
LINK編集メンバーで、恩師を訪ねて⾧岡京キャンパスを訪問！
清和会担当の市原先生にもお力添えをいただき、ご退職された先生方を含め、たくさんの恩師の
近況をお伺いすることができました。お忙しい中ご協力いただきありがとうございました。

（※五十音順にて掲載。紙面の都合上、順番が前後している部分もございますがご了承ください。）

上田 幸恵（数学科）

昨年度立命館に勤めて25年を迎えま
した。また立命館宇治からこちらに異
動して14年目になります。25年で沢山
の生徒たちの成⾧に触れ、また私自身
も今は大学のときに始めた社交ダンス
を再開し、さらに頑張っています。

歌川 雄介（国語科）

近況を書きます。
考査で『杳子』（古井由吉）を出題し

ました。何人かの生徒が気に入ってくれ
て、うれしく思いました。京都へジムオ
ルークを聴きに行きました。今度ブライ
アンイーノの映画にいきます。気持ちよ
くふらふらしています。

今の私はというと、浴衣や帯の寄付、清和会総会への新
聞協賛、中学生の職場体験、高校での進路講座講師など、
「公的」な依頼を無理強いすることはもちろんのこと、月
に平均2回は、様々な世代の卒業生たちと酒を酌み交わすと
いう、非常に「私的」な付き合いを続けています。

ここまできたら、もう腹をくくるしかありません。
卒業生にこれでもかと頼り、甘え、飲ませてもらい、助

けてもらう――私は、「卒業生への依存・タカリ」で日本
一を目指すOB教員になる覚悟です！

今年の夏は、本当に暑さが厳しく、
日々ヘトヘトになった心身の疲れを
「猫を吸う」ことで癒して乗り切って
きました。おかげで（？）もう猫なし
の人生が考えられない体になってしま
いました。

大島 岳彦（数学科）

みなさん、お元気ですか。本校卒業
生である帰属意識を大事にして、今後
もご活躍ください。3月に退職するまで
に会えたら幸せです。

お招きいただけたら、清和会懇親会
でお会いするのを楽しみにしています。

奥田 力（英語科）



尾崎 哲朗（保健・体育科）

今年度より授業担当講師として、週
に4日勤務しています。元気な高2と楽
しく授業しています。少し時間に余裕
ができましたので、さまざまな事にも
チャレンジしているところです。

小野 宏（社会科）

働くことから完全にはなれて１年。
早寝早起き、三度の食事、1日1度は外
出(できるだけ妻と一緒に歩く)。
そんな変化の少ない地味かもしれない
生活に少しの刺激と楽しみを与えてく
れるのが、推し活と新たなチャレンジ
ですね。

推し活は、もちろん広島カープ！ 6
月29日現在セリーグ2位！

貴島 嗣夫（技術科・理科）

新たなチャレンジ、今年は8月に国立文楽劇場の寄席に行く
予定！5月に68歳になった私は今年も元気に生きています。

立命館中高での年月も、勤続うん十
周年を超え、その事実に驚いてしまい
ます。最近は生徒が卒業生のお子さん
ということも増えました。清和会総会
で皆様にお会いできることを毎年の楽
しみとしております。

加藤 美也子（国語科）

退職し再任用3年目になります。高
校3年生の担任、サッカー部の顧問を
しています。

そろそろ、次のステージへとも思っ
ていますが、それが次のシーズンかそ
の次のシーズンか決めかねているとこ
ろです。

とりあえず、今年度いっぱいは頑
張っていかなあかんな、と思いながら
生徒たちと接しています。

川岡 康夫（保健・体育科）

第114期立命館清和会のご盛会を衷
心よりお祝い申し上げます。

幹事学年の皆様とは、京都府民3万人
が龍谷大学深草キャンパスに集まった
「私学フェスティバル」が思い起こさ
れます。学校の垣根を越え、生徒、保
護者、教員の立場も越えた、大きな大
きな文化祭のようでした。当時は国際
教育を担当していましたので、留学で
出会った方々も多かったと存じます。

岸田 康子（国語科）

私は2023年に定年退職し、今は、「仰げば比叡」の私学を
サポートをしたり、府立高校の学校協議会の委員をお受けし
たりと、教育関係の仕事を続けています。

子どもたちも成人しましたので、学区の運動会を控え、筋
トレ、ランニングで体を鍛える日々です。

「コマクサハホホエム」

この短文は６０余年前に私が信州大
学入試の後に合格通知の電文です。因
みに、不合格の時には「アワレ サク
ラチル」だったようです。

当時の学生自治会メンバーが活動資
金稼ぎでやっていたのですが、珈琲や
中華そば一杯50円の頃、いくらだった
のかは覚えていません。

120周年の年ですが2度目の高校生徒
会顧問をしています。

節目の年に、生徒主体の行事運営に
携われることができ、日々充実してい
ます。残りの教員生活も自ら変化を楽
しんで過ごしていきます。

清田 祥一郎（情報科）

清和会総会・懇親会の開催おめでと
うございます。また、平成13年卒の皆
さん、各学年幹事・代表の皆さん、
様々なご準備ありがとうございました。
今年の幹事学年の皆さんは私が中1で担
任を持ったときの学年であり、懐かし
く、また感慨深いものがあります。

本校は今年で創立120周年を迎えまし
た。生徒一人一人を大切に、生徒たち
の自主性を重んじる伸びやかな校風の
伝統は昔も今も変わりません。

久保田 一暁（理科）

清和会総会・懇親会の場などで卒業生の皆さんと笑顔でお
会いできることを心から楽しみにしています。

小林 正樹（音楽科）

退職以来、月1回程度大山崎町の
デーケアセンター「なごみの郷」にて
歌唱指導をさせて頂いています。これ
が健康の源となっています。

いつの間にかOB教職員の最高齢と
なりました。お陰様で様々な学年の同
窓会に呼ばれています。できるだけ参
加するようにしています。清和会総会
での再会を楽しみしています。

三つの合唱団に通うのが今の「仕
事」。日本語の曲、ラテン語の曲、ゴ
スペルなど色ー歌うのですが、歌いな
がら踊る、楽譜を持たずに歌う（暗
譜）、など高齢者には厳しい注文がつ
きます。えッ、ベートーベンの第九で
すか？ もちろん暗譜で歌えますよ。

小村 英一（国語科）

固定電話がやっと普及してきた頃、一般市民が手にする
ことができた最速の通信手段が電報でした。大学の出す合
格通知書よりも早くに届くこの合否電報を今の何に例えた
らよいのでしょうか？



坂上 浩一（理科）

67歳になりました。ボケ防止のため
できるだけ予定を立てて地下鉄と徒歩
で外出するようにしています。

落語、文楽、古墳めぐり、コンサー
ト、美術館、演劇です。ベランダでの
野菜作りにはまり、緑に囲まれ温暖化
と食糧危機への対策です。

澤 智子（英語科）

毎年清和会参加を楽しみにしてきた教
員生活も、残すところ来年度に定年を迎
えます。

今も変わらず超絶楽しい日々が過ごせ
ているのもひとえに卒業生含む生徒の皆
さん、保護者、先輩方はじめ先生方、ス
タッフの皆様のおかげです。2027年3月
にそのゴールテープを切る時どんな景色
が待っているか想像し、残りの日々をが
んばります。今年も盛会をお祈りしてい
ます。

清和会総会・懇親会の開催おめでと
うございます。今年も体育授業担当と
して週4日学校に出勤しています。

大きな変化といいますと、男子校時
代から中学男子バスケットボール部顧
問として指導に関わってきましたが、
今年度⿁塚誠太郎先生にすべてを引き
継ぎすることができました。卒業生の
みなさん色々ありがとうございました。

澤井 久子（保健・体育科）

これからは一人のバスケ好きとして立命館中高バスケ部の
活躍を応援していきたいと思います。

今年度の清和会総会・懇親会の開催、
おめでとうございます。第114期の皆様
とは、私が立命館中高に来た年に中3で
1クラス英語の授業を担当したご縁のあ
る学年でしたが、個性的な生徒の多い
元気な学年だったと記憶しています。

総会で、卒業生の皆様にお会いでき
ることを楽しみにしております。

白井 有紀（英語科）

後藤 文男（国語科）

立命館に入って47年。立命館中高を
皮切りに、小学校、大学、大学院まで
立命館にあるすべての教育段階で教壇
に立つことになるとは夢にも思いませ
んでした。

立命館の発展期に当たったとはいえ、
得難い教員生活を送らせてもらいまし
た。

今は、立命館大学白川静記念東洋文
字文化研究所に所属して、古代文字を
用いた漢字教育（白川漢字）の普及に

努めています。ここまで来たら立命館で半世紀を過ごすこと
を目標に、日々健康に努めていきます。

杉原 和孝（理科）

今年の11月で満69歳になりますが，
まだ授業担当講師として立命館中高に
勤務しております。

立命館中高創立120周年の今年は，昭
和100年，そして戦後80年（被爆80年）
の節目の年でもありますね。

『Think Globally,Act Locally』
地球環境がこれ以上悪化しないように，
そして平和な世界が訪れるように願い，

週2～3回のジョギングで寄る年波に抗いながら， いろいろ
なことを学び視野を広げています。

紺谷 吉弘（理科）

最近四国に縁ができたようです。昨
年は高知県の土佐清水市に、今年は高
知市の北に位置する香美市に出かけ、
地すべりなどの調査をしています。

四国山地の山頂部に「アカホヤ」と
呼ばれる火山灰層（7300年前の喜界ヶ
島の噴火による）が分布していること
がわかりました。ところで、香美市は
アンパンマンの作者、やなせたかし氏
の出身地です。

4月にNHKの朝ドラのロケ地や記念館を見てきました。

田尻 茂隆（保健・体育科）

⾧寿祝いの節目の一つとして知られ
る古希も過ぎ、本日は、ビワを収穫し
てきました。又、田植えの準備で忙し
くしています（現在6月初旬）。

私が担任のこの幹事学年は、楽しい
思い出がたくさんあります。懐かしい
人達と再会できるのを楽しみにしてい
ます。

はやいもので、立命館中高の教員と
なって40年が経ってしまった。現在で
も元気に週12時間の授業と中学女子バ
スケットボール部を担当している。

日々生徒に接していると自分が年を
取っていることをついつい忘れてしま
いがちである。

また、暇を見つけては趣味の釣りや
楽器の演奏などにいそしんでいる。

少しずつ身体は弱ってきているが、

清水 良司（理科）

授業やクラブ活動でとにかく歩くこと、そして楽器の演奏な
どで指先を動かすことが、ボケ防止につながっていると思っ
て、忙しい毎日を過ごしている。

でも卒業生に会っても顔は覚えているが、名前が出てこな
いという現実に直面すると、情けなさを感じる今日この頃で
ある。



辻 千寿子（社会科）

幹事学年の皆様にはお世話になり、あ
りがとうございます。卒業アルバムを見
ながら、明るく元気な当時の皆さんの姿
を懐かしく思い出しています。退職後は、
親の介護と自分の体力づくりの日々を過
ごしています。

神野 哲次（社会科）

トム・クルーズを尊敬してやまない。
若い頃はMA-1ジャケットだの、フレ
アバーテンディングだのを流行らせた
チャラい人だと思っていた。しかし、
CGが当たり前の今の時代に、あの齢
になってまで現役バリバリのスタント
をリアルでやり続けている。

そんなに無理してやらなくてもそれ
なりのものを作ることはわけないの
に。

彼のそのこだわりはどこから来ているのか。
おそらく彼は、観ている人を強烈に意識し、没入感を深め

てもらうためにも本物のアクションにこだわっているのだろ
う。それだけ映画を愛しているということか。

翻って自分自身はどうか。「映画」を「教育」に置き換え
て考えてみる・・・。生涯現役でいたい、と思った時「みん
なそう思ってきたんだよな。でもそれが難しいんだよな」と
も思った。

僕はトム・クルーズを尊敬してやまない。

清和会記念誌「LINK2025」の発行お
めでとうございます。

立命館中高27年、立命館小学校3年、
立命館守山6年の勤務の後定年退職し10
年が経過します。

退職後は地域自治会や神社の役員と
して、またシニアのソフトボールチー
ムの選手として充実した活動をを続け
てきました。

建部 宏之（保健・体育科）

しかし本年5月末10年来患っていた右変形性足関節症の治
療のため、足関節をボルトとワイヤーで固定する手術を受け
ました。6月下旬まで車いす生活その後歩行訓練のリハビリ
の予定です。

気持ちはまだまだ元気なので清和会総会への出席を楽しみ
に身体を整え、卒業生の皆さんとお会いできることを楽しみ
にしております。

第114期幹事学年の皆様、総会、懇親
会の準備の方、ご苦労様です。清和会会
員の皆様には日頃から多大なるご支援を
賜り御礼申し上げます。

私は昨年度より周年事業担当の教頭の
職を務めており、ここ2年は周年事業の
成功に向けて取り組む中で会員の皆様の
母校愛の強さを実感いたしております。
私自身は気づけば立命館に奉職して23
年目を迎えております。

鳥島 裕之（数学科）

幹事学年の皆さん！ご苦労様です。
卒業25年目となりましたか。おめでと
うございます。

私は、立命館で90周年、100周年、
110周年と過ごし、今年はなんと120周
年です。ここまで頑張れたもの皆さん
のおかげと感謝しています。あともう
少し「苗ちゃんパワー全開」で頑張り
ます！

苗村 亜矢（数学科）

（女子バスケ部の試合の勝敗によっては今回の総会・懇親
会にいけないかもしれません。行きたいです。）

また会えるのを楽しみにしています！

60歳の定年退職後、継続雇用で更に5
年、気がつけば65歳になっていました。
母校で勤められることを有難く思って
おります。

大切にして下さった恩師の先生方に
は遠く及びませんが、自分の持ってい
るものを少しでも中高の生徒たちに伝
えられればと願っています。

仲西 哲夫（英語科）

永沼 政彦（英語科）

およそ40年ほど前、立命館中高が北
大路にあった頃「英語科非常勤講師」
として数年間勤務させていただきまし
た｡

当時お世話になった先生方と「北大
路会」でお会いしてお話ができてとて
も楽しいひと時を過ごすことができま
した。お世話していただいた方々へお
礼を申し上げます。

立命館を離れて他校で40年近く教員を続け、今は「年金生
活者」として日々暮らしております。

先生方とお話ししているなかで登場したさまざまなかつて
の生徒たちは元気にかつやくされておられることでしょうね。
どこかでお会いするかもしれませんね。

中坊 伸子（養護教諭）

退職後、阿蘇山のカルデラの中にあ
る南阿蘇村に移住しました。約5千世
帯が暮らす小さな村ですが、多分野の
芸術家が在住されており、知己を得て、
茶道、書道、琴 等、伝統文化を学び楽
しんでいます。

大自然の中でスポーツの機会もあり、
ゆったりと過ごしながらも適度に忙し
く、身心を働かす事ができ、元気にし
ています。

立命館中学・高校での19年間は豊かな感性とすぐれた能力
を持つ若者達に鍛えられ、教師として宝物のような日々でし
た。多くの出会いに今も感謝し、なつかしく思っています。



中村 圭吾（保健・体育科）

いよいよ60歳という定年の年を迎え
ていますが、まだまだ若いものに負け
ず声出してます。

今回の幹事学年は、自分が30代前半
に高校3年間学年主任をした学年なので、
強く印象に残っています。

自由闊達で仲間意識が強く、情に厚
く、悪さもしますがそれぞれが個性を
貫いていましたね。

硬式野球部員たちも共に「夢中（バカ）」になってやって
いました。二十歳の居酒屋座敷を100名以上で埋め尽くした
同窓会も凄かった。

この幹事学年が卒業前に作った学年文集が、ついこの間机
を整理してたら出てきたので懐かしく見ていました。

59年前に中学校に入学し、後に母校
の教員となり、立命館を通じて多くの
人と出会えました。

次々と還暦を迎える卒業生たちと余
生を楽しませてもらっていますが、70
歳を越えて体力や気力の不安と闘う
日々でもあります。

西田 俊博（社会科）

昨年は6年間担任で持ち上がった学年
が、今年は高3だけを飛び入りのような
形で担任した学年が幹事をやってくれ
るということで嬉しい限りです。

さて、私の方は定年後、引き続き5年
間の継続雇用制度で働き続け、今年で4
年目を迎え、高校3年3組の担任をして
います。教員生活の終わりが近づいて
いるなか、縁の深い学年が2年続けて幹

西村 博史（数学科）

事をしてくれ、さらに今年は120周年と、良い思い出になり
ます。

2025年度は中学1年生の担任をしてい
ます。人生初挑戦となっています。ま
だまだ未知の世界がたくさんあること
を体感しつつ、体力的に少々きつく
なっているのは猛暑のせいかも？！と
思う今日この頃です。

野々村 優子（数学科）

2023年3月に定年退職し、今はJICA海
外協力隊ボランティアとして、インドネ
シアのメダンにいます。発展著しいイン
ドネシアですが、水のシャワー、手で洗
濯など、不便な生活を味わっています。
この海外での異文化体験は、自分や日本
を見直す機会となっています。
(2025年10月帰国予定)

野村 康代（国語科）

2025年度清和会幹事担当の皆様、会の
運営のために奔走していただきありがと
うございます。

こちらに勤務して以来、時の経つのは
早く25年以上になりました。英語教科の
授業準備と担任としてのHRの準備に余
裕なく走り続けてきました。学校に訪れ
にきて声をかけてくれる卒業生の成⾧を
知ることは誇らしく、本当に嬉しいです。

林 桂子（英語科）

せっかく声をかけていただいても、顔は覚えていても名前
が出てくるのが、会って何時間後というときが多く、申し訳
ない気持ちでいっぱいなのですが、これも個性の１つとして
許してもらえると有難いです。卒業生の皆さまの健康と発展
をいつも祈念しています。

1995年～8年間、深草にて教員青春
時代を過ごした時間はとても愛しい時
間です。2009年に立命館守山中高に赴
任し17年目になります。ご縁に日々感
謝し、教員生活もう少しがんばりま
す！皆様のご多幸をお祈り申し上げま
す。

樋口 恒世（保健・体育科）

立命館中高36年の勤務の間、本当に
様々な経験をし、多くの思い出を頂きま
した。中学一年生と共に2泊3日で岐阜
県に行った「山の学舎」、放課後延々と
行ったHR, 生徒会との学内協議会での文
化祭をめぐる議論・・・余談のし過ぎで
導入部分だけで終わった授業等々本当に
懐かしく思い出します。現在は作業所で
の農業指導の傍ら、農園に集まる昆虫の
調査を2～3年続けています。

日高 俊行（理科）

人生これ「一生学習」です。今後も頑張るつもりです。皆
さんもこの老体に負けずに、自分の生き方を追求して下さい。
益々のご活躍を祈念します。

アン・フラナガン（英語科）

立命館中学校・高等学校で27年間勤
務してきました。この学校が年月を経
て成⾧し、革新を続けてきた様子を見
届けることができたのは、本当に素晴
らしい経験でした。

特に、国際交流プログラムの発展は
非常に印象的で、最もやりがいを感じ
た部分の一つです。

海外研修や受け入れプログラムを通
して、生徒たちは英語力を高め、新し

い文化に触れ、自立心を育んでいます。また、科学や地球規
模の課題についての理解を深める貴重な学びの機会にもなっ
ています。 これからも、好奇心とオープンな心を持って、
世界に目を向け続けてください。



福岡 健司（数学科）

私は日々、元気いっぱいの中高生、
教職員の皆様に助けてもらいながら仕
事をさせてもらっています。

今のところ、まだ元気です。この学
校が生徒にとってより良い学びの場と
なるよう、日々こつこつと、時には遊
び心も持って、色々とやっていきたい
と思います。よろしくお願いします。

今、一番おもろいのはホッケー。去年、
ＮＺで行われたマスターズワールドカッ
プに出場しました。上手くいかないこと
ばかり。でも、それがおもろい。

次は古本屋。これも全く売れません。
ご来店お待ちしております。

松井 陽政（国語科）

元気にしていますが、時折届く知人
の他界がボディーブローに響く年頃に
なってきました。ただし、最近いろい
ろなAIソフトにも挑戦し、事件や言葉
の意味などを調べるGoogle検索とは違
うPC利用法に目覚め、いわばタイパに
挑戦してます。

松田 全功（数学科）

立命館に奉職して4年目、初めて担
任をもたせていただいたのが今年の幹
事学年の方々です。卒業式の最中、
「25年後この人たちが清和会総会の幹
事かぁ。みんな、自分、学校はどう
なっているんやろ」とぼんやりしてい
ました。25年後、他の方はともかく自
分はどうにもなっていませんでした。

高1、2と担任をもった今年の高3の
みなさんが幹事学年となるのが2050年。

山本 一之（社会科）

来春の卒業式で「25年後、みんな…どうなっているんやろ」
と夢想する姿が今（6月）から想像できます。

三箇山 徹（理科）

立命館とは20年ぐらいご無沙汰です
ので、少し⾧く書かせていただきます
がお許しください。私は2005年に鬱発
症、2007年に退職。当時は「やめ教
師」の再就職はなかなかうまくいかず、
できることを捻り出して機械（計測
器）製造業の会社を創り現在に至って
います。

45歳で挫折し行き詰まった時、大学
時代を思い出し、拾ってきた大型ごみ
を改造して気象観測装置をつくること

になぜか夢中になっていた経験にすがったわけです。
その間には、京都私学の知り合いの先生から声をかけてい

ただき市内私学の中学校や高校で授業をした年も数回ありま
した。ありがたいものです。

現在は0,1,2歳の3人の孫がおり「みかじい」などと呼ばせ
て喜んでいます。昨年末から悪性リンパ腫を患い現在絶賛治
療中ですが、元気にやっています（「元気」と言っていいの
かな？）。

当時の思い出はすべて良い思い出として記憶に残っていま
す。記憶ってすごいですね。クラス演劇で驚きの演出があり
（詳細は文字にしにくいアレの落下演出です）、学校から
（担任が知らないまま）指導が入ったこと。でも私は「す
げー、よくやった！」と感動していました。

修学旅行グアムコースでは、島から本島に渡る船に無理に
お願いして「全消灯」をしてもらいました（今では安全上無
理なんでしょうね）。生徒の皆さんにマリアナの満点の空
（月も出ていないのに星ーのせいでほんのり明るい）をサプ
ライズ経験してもらい、「シメシメ」とほくそ笑んでいたこ
となども覚えています。

現在、病気をきっかけに「生かせていただくありがたさ」
にようやく気付いた65歳。残る人生、周りの人や社会にどれ
だけお役に立てるのかな？ と、改めて治療後の生き方を考
えています。

柳谷 賢志（理科）

この時代だからこそですが、「実
験・体験を少しでも多く生徒のため
に」という思いで、教材研究の日々で
す。今年は中学も見ているので、天体
望遠鏡で月でも観察してみたいな、と
思っている今日この頃です。

平成16年卒で社会科教員の𠮷田です。
私は深草に学生時代を6年間、教員とし
て3年間勤めた生粋の深草世代ですが、
⾧岡京キャンパスも10年になり深草で
過ごした時間よりも⾧くなりました。

最近は同世代のOB OGの方と保護者
と教員として再会するなど時代の流れ
を感じています。いつまでも若さを忘
れず熱意に満ちた教育を心がけていき
ます。

𠮷田達朗（社会科）

今年の幹事学年のみなさん、ご苦労
さまです。創立120周年とあいまって、
いろいろと大変なことと思います。

私は、今年の3月で教師生活を終了し
ましたが、現在は120周年記念誌の校正
のお手伝いをさせていただいています。
記念誌の校正中、北大路・深草・⾧岡
京の各キャンパスを経てきたものとし
て色々感じることが多々ありました。
立命館中高もこれからの10年、20年、

吉田 英紀（社会科）

30年……と続いていく中で、いろんな歴史をつくっていくこ
とでしょう。なによりも生徒たちが生きいきと活躍できる場
を作っていけるよう祈っております。

立命館でお世話になり、9年目を迎え
ることができました。まだ務めて1桁の
新参者ながら、120周年の記念すべき年
を在校生徒や卒業生の皆様と共に盛り
上げられたらと思います。

山本 圭太（理科）



～ 立命館中学・高等学校「120年」の歩み ～

はじめに 立命館「清和会」とは？
立命館中学校・高等学校は1905（明治38）年9月10日、立命館
大学の前身である私立京都法政学校の付属校として「私立清和
普通学校」という名称で誕生しました。「清和」という名称は校地が
京都御苑の清和院御門に隣接していたことに由来しており、私たち
の同窓会組織を「清和会」と称しているのも同様の理由です。

（１）西園寺公望と『立命館』
学祖・西園寺公望は、1869（明治2）年に京都御所内の私邸に私
塾『立命館』を開設しました。この私塾には新しい時代の建設に夢を

（２）中川小十郎と『立命館』
フランス留学を終えた西園寺は、外交官、オーストリア公使などを
経て政治家としての道を歩みだしました。西園寺が文部大臣に就任
した折、彼の公設秘書官を務めたのが本学園の創立者の中川小
十郎でした。西園寺と共に京都帝国大学の創設に尽力した中川は、
働きながら学ぶ、意欲に溢れる若者たちのための私学の設立を決
意し、清和院御門に隣接した広小路に、1900（明治33）年に「私立
京都法政学校」を、そして1905(明治38）年には「私立清和普通学
校」をそれぞれ創立しました。創立時は文部省との関係で「法学」と
「政治学」を専門とする「法政」学校として出発しましたが、中川の考

京都御苑清和院御門

上／西園寺公望による「立命
館」の扁額。西園寺20歳の
書とされる。藤原公望と称して
いるのは西園寺家が藤原家
の系統であったため
(長岡京キャンパスと立命館
大学衣笠キャンパスに所蔵)

左／学祖 西園寺公望

上／創立者 中川小十郎

左／中川小十郎と北大路

える教育の理想は中等教育から大学まで
の「総合学園」でした。この理想に相応しい
学校名は西園寺公望の『立命館』しかない
と考えた中川は、『立命館』の継承を申し出
て、西園寺から快諾を得ました。その後、文
部省から財団法人「立命館」の創立許可を
得て、1913(大正２)年に校名をそれぞれ「私
立立命館大学」・「私立立命館中学」と改
称しました。

持つ多くの若者が全国から集まり、活発に
議論を行いましたが、この若者達の姿が不
穏な動きとみなされ、『立命館』は差し留め
命令を受け、閉鎖されました。その折、長崎
にて留学準備中であった西園寺は、失意の
内にフランスへ渡りました。約10年の留学期
間を経て、西園寺はフランスの民主主義・
自由主義・国際主義の思想の影響を大きく
受けて帰国しました。



深草キャンパスの中庭に設置されていた「石
灯篭」は、深草学舎への移転を記念して、寄
贈されたもの。現在は長岡京キャンパスに移
設され、生徒たちを見守っている。

Column 西園寺公望と『立命館』

西園寺の設立した私塾『立命館』と現在の「立命館」と
の間には学校組織としての直接的繋がりはありませんが、
西園寺は終生、立命館への支援を惜しみませんでした。
実弟の住友財閥当主の住友友純も学園に大口の寄付
等を行いました。また西園寺自身も多数の貴重な書籍を
学園に寄贈しています。それらの書籍は、現在「西園寺
文庫」と名付けられ、学園の貴重な資料として保存され
ています。この他にも西園寺自身及び西園寺家から学
園に贈られた品々は数百点にも及びます。本校のホッ
ケーグラウンド横に設置してある「石灯篭」も東京の本邸
「駿河台」に設置されていたものです。

（３）「立命館中学」の新しい教育と北大路学舎への移転
「私立立命館大学」・「私立立命館中学」への校名の改称は、学園の組織及び教育活動に大きな
改革を生み出しました。中川小十郎が京都帝国大学の創立に尽力した縁もあり、立命館大学に止まら
ず、立命館中学にも、教育学専門の小西重直教授や福島亦八教授をはじめ、多くの京都帝国大学
の新進気鋭の先生方を迎え入れました。彼らは新しい教育理論を取り入れた教育活動（外国人講師に
よる英語授業や懸賞論文の募集、成績上位者対象の放課後の英数特別授業、運動競技部の活動
の奨励などを）を展開しました。

立命館第二中学校

（４）立命館中学校の発展と学校の複数化
第一次世界大戦や関東大震災後の経済不況による私立
中学校への志願者の激減に比して、実業（商業）学校への志
願者が激増しその影響を受けて1929（昭和4）年に北大路学
舎に「立命館商業学校（昼間部）」を設立しました。
また、満州事変勃発後は、軍需産業をはじめとする経済界
が活況を呈するようになり、勤労青少年へ教育の門戸を開くた
めに、1937（昭和12）年には「立命館夜間中学校」と「立命館
商業学校夜間部」を設立しました。その後も本校への入学志
願者は増大し、1941（昭和16）年には上賀茂神山の地に「立
命館第二中学校」を設立しました(1942（昭和17）年に北大路
の「立命館中学校」を「立命館第一中学校」と改称)。

戦時色が濃厚となると、軍需生産のための技術者の需要の高まりにより、商業学校への入学志願者
が減少し、中学校や工業学校への志願者が増加することになりました。このため、1943(昭和18)年には
「立命館商業学校昼間部」を閉校して新たに「立命館第三中学校」を設置し、「立命館夜間中学校」
を「立命館第四中学校」と改称しました。更に翌1944（昭和19）年には「立命館商業学校夜間部」を廃
止して、「立命館工業学校」を設立しました。立命館の中等教育は戦争末期には一中、二中、三中、
四中、工業の5つの中学を持つ学校に拡大していったのです。

このような教師陣の充実と最新の教育活動による上級学校
への進学者の増加や野球部・相撲部等の運動競技部の活
躍が本校への入学志願者の急増を生み出しました。折しも、
1922（大正11）年の大学令による「立命館大学」（旧制）への
昇格・認可で広小路学舎が狭隘になったため、この年より小
山上総町に新校舎建築（北大路学舎、現立命館小学校）を
開始し、1923（大正12）年12月に全学年の移転が完成しました。

昭和初期の北大路学舎



（５）新制中学・高等学校の出発と教育復興
1945（昭和20）年8月のポツダム宣言の受託は軍国主義日本の
総決算であり、新しい平和日本・民主日本の出発点でもありました。
教育界の民主化の一環として導入された新学制により、現行の小
学校・中学校を義務制とする六・三・三・四の教育体系が確立さ
れました。
学園においても、敗戦は戦時中の軍国主義的教育を一掃し、新
しい民主立命館を創る出発点でもありました。1945年11月には瀧川
事件（1933年）で学問の自由を守る戦いに奮闘した末川博を学長
として迎え、民主的発展の基礎を固め、1947(昭和22)年には学長
制度を廃止し、更に1949(昭和24)年には総長選挙制度を採用し、
末川を先頭に「平和と民主主義」の学園として歩み始めました。
一方、中学・高校においては 新制中学への切り替えとして、
1947（昭和22）年4月に北大路学舎の「立命館第一中学校」と上
賀茂神山学舎の「立命館第二中学校」をそれぞれ新制「立命館
中学校」・「神山中学校」として設立しました。また、この年に「立命
館工業学校」を「立命館第四中学」に併合しました。翌1948年には
新制高校として、「立命館第一・第三中学校」を「立命館高等学
校」に、「立命館第二中学校」を「神山高等学校」に、「立命館第
四中学校」は「立命館夜間高等学校」（1949（昭和24）年に「立命
館高等学校定時制」と改称）として設立しました。北大路学舎と上
賀茂神山学舎で再編された計「５校」がそれぞれ、戦後の混乱の
中にあっても、ホームルーム活動、生徒会活動、課外活動を活発
に行い、学校全体が自由で活気にあふれ、「平和と民主主義」の
立命館の建設をめざした学校づくりに邁進したのです。

末川博総長

生活指導の在り方についても改革が進められ、生徒の自主性を
尊重する現在の立命館中学校・高等学校の出発点となったのが、
この時期と言えます。その中でも特筆すべきは、高校生徒会と教員
が双方の意見や要求を交渉する場としての「学内協議会」が、
1949（昭和24）年に発足したことです。新聞部の「立命館タイムス」
の発行、弁論部の活躍等がこの時期の生徒の自主活動の典型
例として挙げられます。1972（昭和47）年に高校生徒会が制服廃
止と私服制度を獲得したのもこのような自主活動充実化の一端と
言えます。

立命館タイムス

（６）中学校と高等学校の一本化を目指す「一貫教育」と自主活動の活発化
戦後の急激なインフレの進行は中高５校それぞれの財政的困難を引き起こし、教育の充実をめざして
「中高一本化」の方針が推進されるようになりました。1951(昭和26）年には北大路学舎の中学校と高等
学校が一本化され、翌1952(昭和27）年には神山中学校と高等学校が北大路学舎に吸収されました。
同年４月には立命館中学校・高等学校校長の松尾一徳が立命館高等学校定時制の校長も兼任す
ることになり、全面的な中高一本化が完成しました。このような中高一本化によって、学校の組織も一つ
にまとまり、６ケ年を見通したカリキュラムや自主活動の育成が「一貫教育」の観点から計画されました。

神山中学校

（７）男女共学・深草学舎への移転の実現
1982(昭和57)年8月、総長からの諮問を受け、正課・課外を含めた幅広い教学充実のための教育施
設拡充の必要性から「学舎移転」の計画が開始され、同時に社会的要請を背景とした「男女共学」化
の動きも本格化してきました。
1986（昭和61）年10月に正式に深草への移転が決定し、翌年2月より校舎建設が開始されました。し
かし、学舎完成が予定より遅れたため、1988（昭和63）年4月には北大路学舎において、中高それぞれ
の1年生で男女共学が開始されました。7月に新キャンパスへの移転が行われ、新天地での学校生活
が開始されました。



（８）深草学舎前期の教育課題
深草学舎移転後、本校では、「自己表現力」・「情報活用能力」・「異文化交流と英語力」の育成を
「三本の柱」に据えて、それぞれ以下のような取り組みを行ってきました。

【A】「自己表現力」育成の取り組み
深草学舎移転前より、中学全学年に「読書」、中学3年に
「卒業研究レポート」、高校3年に「特別講座（特論）」等を通し
て、自己表現力の育成に務めてきました。移転後はこれらの取
り組みに加え、高校2年の「国語表現（半学級にて実施）」では、
班ごとに様々な文章やＣＭなどを素材に、その意図や背景の
分析に取り組み、学年末には自分でテーマを決め意見文をま
とめた『深草から未来』などの発行を行ってきました。

【B】「情報活用能力育成」の取り組み
1990年代初頭より、コンピュータを使っての調査・研究・発表をする力が、中高生の学習にも極めて重
要な課題となって来ました。
本校では、早期より、「情報教育推進委員会」を中心に「情報教育のカリキュラム化」、「情報機器の
整備と充実」そして、「情報教育指導体制の確立・充実」について議論と実践を進めてきました。

【C】「異文化交流と英語力」の取り組み
1980年代半ばより全国的に「国際化」が叫ばれるようになり、1988（昭和63）年には立命館大学に国際
関係学部が新設されました。中高においても、生徒の異文化理解とそれを支える英語力の増進・国際
感覚の育成を図るために、「帰国生徒入試制度の導入」、「ネイティブ英語科教員の任用と英語教育
の改革」、「海外教育提携校及び生徒相互交換留学の一層の拡大」に全校を上げて取り組みました。
帰国生徒入試制度は、帰国生徒が海外生活で得た外国語能力、多様な価値観、自主・自立の精
神を本校生徒が取り込むことと、帰国生徒のさらなる飛躍を図るとともに、学校全体の国際意識の涵養
や国際理解の展開を意図する目的で導入されました。（この入試制度は中高とも1987(昭和62)年度入
試より本格的に実施され、高校は1997(平成9)年、中学は2003(平成15)年まで継続しました。）
1986(昭和61)年のネイティブ英語科教員の採用を契機として、半学級による英会話授業、日本人教
師との「team teaching」等の多様な先進的な授業形態が導入され、生徒の実践的語学力の育成や生
きた異文化理解を促進してきました。これらの授業や活動を通して獲得された力は、英語検定やTOEFLを
はじめとする各種の資格取得、海外生徒と学術交流、中学3年時のニュージーランド研修（2000年～
2004年）やオーストラリア研修（2005年～現在）等において発揮されています。
より一層の国際化・異文化理解を深めるために、1990（平成２）年3月、生徒の相互交換プログラムの
一期生として、カナダのブリティッシュ・コロンビア州の２つの高校に、30名、翌年の3月には15名、高校3
年生を、それぞれ派遣しました。その一方、ブリティッシュ・コロンビア州の高校からの派遣生徒の受け入
れもあり、本校の留学生の受け入れの態勢も整っていきました。このような海外校との交流はさらに恒常
化し、世界中の学校との交換留学が展開され、本校の国際化が一層進化していきました。今日の
Super Science High School（SSH）やSuper Global High School(SGH)に代表される国際的な取り組みも、このよう
な本校の国際化と英語教育の充実を土台として展開されているのです。

「情報教育のカリキュラム化」については、中学１年生から高
校3年生それぞれに「情報講座」を設置、そして各教科や課外
活動でも情報ネットワークを駆使し、それぞれの目的に応じた取
り組みを展開してきました。「情報機器の整備と充実」について
は、コンピュータを5教室に約240台設置、それぞれ、最新の高
速ネットワークを設けました。また、1996（平成8）年7月には、「コ
ミュニティー21（通称：新館)を建設し、情報教室の拡大・拡充
をはかりました。
更には、情報教育専門教員の複数採用、全教員へのＰＣ
貸与、各教科における情報教育の活用法の研修などを通して、
「情報教育指導体制の確立」に務めてきました。 深草校舎

卒業研究レポート



（９）深草学舎後期の教育課題〜サイエンス教育の推進と長岡京学舎移転〜
2001(平成13)年、文部科学省は、科学技術、理科・数学教育の分野において優れた教育プログラ
ムや先進的実践を行う学校を「スーパー・サイエンス・ハイスクール（SHS）」に認定するとの構想を発表し
ました。折から本校では、新学習指導要領を踏まえた学校改革を推進しており、理数系への進学者が
多い状況や立命館大学理工学部との連携も視野に入れ、このSSH事業への参加を申請し、第Ⅰ期
（2002年度～2004年度）の指定を受けることが出来ました。また、中学校においても2003年度、2004年
度に文部科学省から「理科大好きスクール」の指定を受け、「サイエンス・ポスター・セッション・コンテス
ト」をはじめ、多様な科学教育に力を入れてきました。
上記のような「サイエンス教育」・「国際理解教育」の推進、「小中高一貫システム」確立に対応するた
めのＨＲ教室、実験設備、語学教室・情報教室をはじめとする諸施設の増設・拡充が不可欠でしたが、
深草学舎地域における厳しい景観保護法のために、それらが叶わず、新天地を求めた結果、2014(平
成26)年7月に長岡京市の現校地に移転しました。

（１０）立命館「清和会」の歩みとその役割
立命館中学校・高等学校は、1905（明治38）年の誕生から2006（平成18）年の立命館小学校創立
に至るまで、別表（「立命館中学校・高等学校の歩み」）のように幾多の併設校の創設と校名変更を
行ってきました。清和会はその全ての学校の卒業生で組織されている同窓会の団体です。
本校が創立されて６年後の1911(明治44)年、卒業
生有志と中学校校長・教員が集い、同窓会の設立
を提案・論議し、同年の11月26日に約400名を集めて
第1回「清和会」総会を開催しました。以後、学校の発
展と共に同窓会の活動も会誌「清和」の発行や全国
各地の清和会支部での活動等を通して活発化しまし
た。戦後、1949（昭和24）年1月に立命館「清和会」は
再建され、現在に至っています。清和会は、114年の
歴史の中で一貫して、世代を超えた卒業生の繋がりを
深め、互いに応援しあうと共に、母校の発展の支援に
務めてきました。立命館中学校・高等学校は、120年
の歴史の中で、３度の校舎移転と大規模な学校施
設の増・改築を行ってきましたが、清和会はその際の
財政的支援の中心的役割を果たしてきてきました。
現在では、中学校における「職業体験」での生徒受
け入れや「進路講座」、「サタデーボックス」、留学生
対象の「日本文化体験講座」をはじめとする講師派遣
や「浴衣」の寄付等、多種多様な支援を行ってきまし
た。また、清和会から選出された評議員・理事が小・
中・高の教育現場にとどまらず、大学を含めた立命館
学園全体の発展に大きく寄与しています。

長岡京キャンパスありがとう深草

立命館小学校

留学生対象の日本文化体験講座



（１１）世代を超えてつながる「清和会」の諸活動
【卒業記念品の贈呈と清和会木村賞授与】
高等学校卒業時に卒業生全員に清和会入会記念品の贈呈を行っています。また、正課・課外活動
での優秀な成績者に卒業式当日に清和会木村賞を授与し、表彰をします。

Topics 清和会木村賞授与とは？
清和会木村賞は1951(昭和26)年～1979(昭和54)年まで清和会会長を務められた故木村嘉一氏（旧
制中学1913年卒）のご遺族から寄付された基金から贈られています。

【清和会の広報活動】
在校生、卒業生、現役・退職教職員をはじめとする立命館小学校・中学校・高等学校に関わるあら
ゆる人々の活躍を広報するため、学校の広報誌である「遊目」や清和会のHP・Facebook等を通じて広く内
外に情報を発信しています。

【卒業生の同窓会活動支援】
各学年やクラス、クラブのOB・OGが開催する同窓会にも活動費の
援助を行っています。
高等学校の卒業生は、大学卒業時に常任幹事・幹事の皆さんが
中心となって、学年全体の同窓会を開催するのが恒例となっていま
す。このような企画にも活動費を援助してきています。
それぞれ事前に清和会事務局までご連絡ください。

【卒業生と恩師が集う総会・懇親会】
「清和会総会・懇親会」は、高等学校卒業25周年目に当たる学
年が、開催の世話役として企画運営の役割を担います。毎年多くの
卒業生と現役・退職教職員が集い、旧交を温めます。この総会・懇
親会には国内外を問わず、様々な分野で活躍されている方々も含
め、人生・社会の先輩方が多数参加されます。これらの先輩たちと
親しく接し、社会人としての交友関係が生まれる場でもあります。

〜2025年（令和7年）3月卒業 新任幹事の紹介〜
初めまして、令和7年度卒業常任幹事の大吉一花と申します。
高校では生徒会執行部に所属し、文化祭や体育祭などの行事運
営に携わってきました。現在は、立命館大学アメリカンフットボール部
パンサーズで学生トレーナーとしてチームの日本一に貢献できるよう
日々奮闘しております。練習や試合では、中高で様々なバックグラウ
ンドを持つ人と関わってきたことや生徒会長として周りを見るよう努めて
きたことが活きていると感じています。
今後は、清和会の一員として、微力ではありますが立命館中高を
サポートできればと思っています。幹事の5人の同級生と協力して活
動に関わっていきますので、これからよろしくお願いいたします。

進路講座
1991(平成4）年卒 岩永先輩

サタデーボックス
1995（平成7)年卒 以西先輩

活け花教室
1997（平成9)年卒 松岡先輩

常任幹事：大吉 一花 幹事：望月 勇吾 ・ 榊原 珀 ・ 道家 凛 ・ 筒井 映佑 ・ 井上 智棋

昭和４７年卒 卒業生同窓会

第１１３期 清和会総会・懇親会

令和７年卒 常任幹事 大吉一花さん



京都御苑「清和院御門」
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● DTPデザイン
● 映像関連
● Web制作
● マーケティングプラン
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